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【要旨】本稿では、2020 年代半ばに「新たな局面」を迎えたインドの対ラテンアメリカ・カリブ（LAC）

外交の変容と、その戦略的意義について考察する。2025 年 7 月、モディ首相が LAC3 か国を歴訪し、BRICS

サミットにも参加した。このことは、インドの外交指針において同地域が戦略的に重要であるということ

を再確認させるものであった。この外交攻勢の背景には、第 2 次トランプ米政権の発足に伴う国際情勢の

不透明化や中国による LAC での影響力拡大がある。インドの動向は従来の近隣外交の枠を超え、「グロー

バル・サウス」を主導するプレイヤーとなるという野心を反映している。また、インドの対 LAC 外交は資

源確保と市場多角化の両面で、経済外交の質的転換を図る布石であるともいえる。米国による関税強化が、

インドの主要輸出産業である自動車や繊維、医薬品産業に市場転換を余儀なくさせるなかで、LAC が代替

市場として重要性を増している。本稿では以下の構成で論考を展開する。まず、独立以降のインドの対 LAC

外交政策を 3 つの時期に分けて整理し、その根底にある「積極的非同盟主義」の変容について考察する。

次に、相手国別、品目別の貿易・投資構造の現状を精査し、相互依存の課題と貿易協定（メルコスール、チ

リ、ペルーなど）交渉の進展についても言及する。さらに、重要鉱物、エネルギー安全保障、食料安全保

障、クリーンエネルギー移行や気候変動対策などの具体的な協力分野について論じる。最後に、両地域間

の貿易と投資拡大の阻害要因を特定し、関係深化に向けた政策的処方箋を提示することで、インドが推進

する「多角化」戦略の意義を明らかにする。 
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I. はじめに 

インドの対ラテンアメリカ・カリブ（LAC）

外交は、2020 年代半ばに入り「新たなペー

ジ」を刻みつつある。2025 年 7 月のモディ

首相によるアルゼンチン、ブラジル、トリニ

ダード・トバゴの LAC3 か国歴訪と BRICS

サミットへの参加は、インドの外交指針に

同地域の戦略的重要性を改めて刻印した。

なかでも、半世紀以上（57 年）の空白期間

を経て実現したアルゼンチン 1 への首脳訪

問は、インドの関与が象徴的なレベルを超

えて実利的なパートナーシップへと移行し

たことを示している。こうした政治的コミ

ットメントの質的変化は、2024 年 11 月の

第 2 回インド・カリコム首脳会議を起点と

する一連のハイレベル外交や、2025 年にチ

リやパラグアイ、ブラジルなどから急増し

た要人の来印にも顕著に表れている

（Sedzro and Rao 2026、Khannawalia 

2025）。さらに、ブラジルのルラ大統領は、

 

1 モディ首相のアルゼンチン訪問は、2019 年のマクリ大統領 （当時）訪印以来の外交的積み重ねの結実と

いえる。2023 年のタイアナ国防大臣、2024 年のモンディーノ外相による相次ぐ訪印を経て、両国の戦略

的パートナーシップは画期的な進展を遂げた（Roy 2025）。 
2 ルラ大統領は 2026 年 2 月の 「AI の影響に関するサミット」出席後、インド首脳と会談し、貿易、防衛、

AI などの先端技術、エネルギー転換、保健、医薬品へのアクセスや製薬産業、宇宙協力など、広範な分野

での協力深化を確認した。両国は多国間主義の停滞を背景に、グローバルガバナンスの包括的改革の必要

性を共有しており、本会談はグローバル・サウス主導の国際秩序構築に向けた、二国間戦略対話の重要な

進展を示すものである（Government of Brazil 2026a、2026b）。 

「人工知能（AI）の影響に関するサミット」

への参加を機に 2026 年 2 月 18 日から 21

日の日程でインドを公式訪問した。一連の

動向は、グローバル・サウスの主要勢力間に

おける戦略的および技術的な互恵関係の構

築に向けた動きとして評価されている 2。 

 

こうした一連の外交攻勢の背景には、第

2 次トランプ米政権の発足に伴う国際情勢

の不透明化や、LAC 地域における中国の影

響力の急激な拡大という構造的変化がある。

インドは、大国間の対立が深まるなかで、ど

ちらか一方に完全に依存しない外交を目指

す「戦略的自律性（strategic autonomy）」

を確保する外交を目指している （CRF 2025、

Seshasayee 2025b）。その対外戦略の本質

は、単なる二国間関係の強化にとどまらず、

「グローバル・サウス」構想の推進、および

南・南協力体制の主導にあるといえよう。つ

まり、急変する世界秩序を背景に、インドは

LAC 地域における米中主導の影響力に対
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する「カウンターウェイト（対抗軸）」とし

て の 地 位 を 確 立 し よ う と し て い る

（Khannawalia 2025）。 

 

また、インド高官による LAC への一連の

訪問は、資源と市場の両面で高い潜在性を

有するこの地域に対する経済外交の質的転

換を図る、戦略的な布石であると考えられ

る。インドは、米国、欧州、およびアジアに

偏重していた貿易構造から脱却し、貿易パ

ートナーの多角化を進めている。その一環

として、2025 年にペルーおよびチリとの貿

易協定（PTA/CEPA）交渉を大きく前進さ

せたほか、メキシコとは貿易協定に向けた

新たな協力枠組みを始動させた。さらに、イ

ンド・メルコスール特恵貿易協定（PTA）の

拡大に向けた議論を加速させる動きも出て

いる（Seshasayee 2025c、Government of 

Brazil 2026a）。こうした取り組みは、第 2

次トランプ政権による関税圧力の高まりや

世界貿易の構造的変化に直面するなかで、

LAC 地域との経済的なつながりを深めよ

うとするインドの経済安全保障戦略を反映

している（Sedzro and Rao 2026）。 

 

こうした動向は、従来の近隣外交や伝統

的な同盟関係の枠組みを超越し、グローバ

ル・サウスの主導的地位確立を狙うインド

の地政学的野心を反映している。歴史的に

見てインドと LAC 諸国の関係は、非同盟運

動（Non-Alignment Movement: NAM）や

BRICS、インド・ブラジル・南アフリカ対

話フォーラム（IBSA）といった多国間枠組

みを介した間接的交流にとどまり、二国間

レベルの政治的関与は限定的であった。換

言すれば、従来の関係は民間ビジネスが先

行し、外交はそれを追認・補完する役割に過

ぎなかったといえる。しかし、近年の動向は

政治的リーダーシップが経済安全保障上の

実利を牽引する「戦略的パートナーシップ」

への質的転換を明確に示唆している

（Seshasayee 2025c）。 

 

米中対立やロシア ・ウクライナ戦争、ガザ

紛争、米国の経済制裁措置などの地政学的

リスクは、インドと LAC 諸国に構造的変容

を迫り、グローバル・サプライチェーンの再

編を促している。特に米トランプ政権の関

税政策により、繊維、自動車、医薬品等のイ

ンド主要産業は市場多角化を余儀なくされ

ており、LAC 地域は有力な代替市場として

重要性を増している。緊張が高まる国際情

勢下、両地域が相互のバリューチェーンへ

の関与を深めることは、経済的強靭性の確

保に直結する。本稿では、インド外交におけ

る「多角化」と「グローバル・サウス」連携

の推進という文脈から、対 LAC 外交の変容

と戦略的意義について、構造的要因と実務

的進展の両面から考察する。 
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II.  インドと LAC の関係の変遷と現

状 

 

インド・LAC 諸国の二国間関係における

歴史的な展開について、政治学者のヴァル

ン・サーニ（Sahni 2016）は、その進展を

3 つの重要な段階に分けて論じている

（ Seshasayee 2025b, 2025c ； 

Khannawalia 2025）。第１段階は、1940 年

代後半から 1960 年代初頭にかけての「遠い

知人（distant acquaintance）」と定義され

る時期である。この段階では、両地域は地理

的な隔絶に加えて互いに対する外交的な関

心が薄く、極めて限定的な接点しか持って

いなかった。第 2 段階は 1960 年代半ばか

ら 1990 年代半ばまでを指し、「修辞的な連

帯（rhetorical solidarity）」の時期である。

この段階では非同盟運動（Non-Alignment 

Movement: NAM）の枠組みを基盤として、

反植民地主義や南・南協力といった政治的

レトリックにおいて共鳴を見せたものの、

実体的な経済・戦略的協力へと深化するに

は至らなかった。 

 

 

3 本理論は冷戦下の構造的制約を認めつつ、覇権国への従属を脱し、国益に即した「選択の余地」を最大化

する実務的・戦略的な外交路線を提示したと考えられる。これは単なる反米主義とは一線を画し、途上国

が主体的に国家発展と主権を維持するための指針となった。また、この理念は国際関係論における「グロ

転換点となったのは、1990 年代の冷戦終

結とインドの経済自由化である。これ以降、

第 3 段階である「戦略的関与（strategic 

engagement）」の時期へと移行した。この

段階では、従来の政治的連帯を超越し、貿

易 ・投資、さらには安全保障分野を含む多層

的かつ実利的な戦略的パートナーシップが

構築されている。この 「遠い知人」から「戦

略的パートナー」への変容過程には、インド

の古代理念である「ヴァスデヴァイヴァ・ク

トゥンバカム（世界は一つの家族）」が、現

代の地政学的文脈で戦略的に再構成されて

いるという見方もある（Khannawalia 

2025）。 

 

II.1 政治・外交関係の変遷 
 
II.1.１ 独立後（1947 年～1970 年代） 
 

1947 年の独立後、インドはネルー政権下

で非同盟運動を主導し、独自の外交路線を

歩んだ。これに呼応するように、1970～80

年代のラテンアメリカではブラジルの H. 
ジャグアリーベやアルゼンチンの J.C.プイ

グらによる 「従属からの自律性 （Autonomía 

en la Dependencia）」理論 3 が台頭した

（Simonoff and Lorenzini 2019）。 
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両者は、覇権国に服従せず国益保護のた

めの「選択の余地」拡大を目指す「戦略的自

律性」において共通し、国際社会での協力基

盤となっていく。1968 年のインディラ・ガ

ンディー首相による LAC8 か国歴訪が交流

の転換点である。これは単なる外交訪問を

超え、第三世界の連帯と平和的統合を具体

化する象徴的行動であり、後の「南 ・南協力」

の道筋を予兆させる重要な節目となった

（Heine 2022、Hadar 2022）。 

 

II.1.2 経済自由化と成長（1990 年代） 

 

1990 年代、インドと LAC 地域は、それ

ぞれが抱えていた深刻な内政課題を克服し、

経済開放へと大きく舵を切った。LAC 諸国

は、ハイパーインフレや軍事独裁に起因す

る 「失われた 10 年」の政情不安から脱却し

て民主化の進展と市場経済化への移行を加

速させた。一方、インドは、1991 年、長年

の保護主義的政策であった「許認可支配（ラ

イセンス・ラージ）」や政治的混迷に終止符

 

ーバル・サウス」の議論や、中南米独自の地域統合の思想的基盤として再評価されており、現代の「積極的

非同盟」へと繋がる重要な潮流を形成している（Heine 2022）。 
4  「Focus LAC」を通して、インド政府は、輸出促進協議会（EPC）や業界団体（Federation of Indian 
Chambers of Commerce & Industry：FICCI、Confederation of Indian Industry：CII)などと連携し、イ

ンド製商品 （特に高付加価値製品）の輸出拡大、LAC 市場の規制 ・商慣習に関する市場情報提供、政府間

レベルでの対話（共同委員会など）を通じての二国間協力の深化を目的として行動してきた。現在では、

単なる貿易促進の域を超え、エネルギー安全保障（リチウムなどの重要鉱物）や、インドのデジタル公共

インフラ（DPI）の輸出を含む、より包括的な戦略へと進化しつつある（CII 2023、ORF 2025）。 

を打ち、抜本的な経済自由化を断行し、世界

経済への本格的な統合を開始した。 

 

この構造改革を契機に、両者は欧米など

の伝統的な経済パートナーへの過度な依存

から脱却し、新たな市場の開拓を模索する

中で急速に接近した。インドは自国の経済

成長に不可欠なエネルギー安全保障の観点

からブラジルやアルゼンチンとの貿易関係

を戦略的に拡大した。これに対し LAC 諸国

は、インドが提供する高度な技術的知見、お

よび公共保健に資する安価で高品質なジェ

ネリック薬品の供給力に大きな関心を示し

た。こうした経済的な相互補完性を制度化

するために、インド商務省は 1997 年に

「Focus LAC プログラム」4を創設した。こ

のプログラムは、インドの輸出拡大と LAC

地域との経済的な結びつきを強化するため

の戦略的な布石であった（CII 2023、ORF 

2025）。 
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 II.1.３ 2000 年代～現在 

21 世紀の幕開けとともに、インドと LAC

地域は、双方の力強い経済成長を背景に「蜜

月期」ともいえる時期を迎えた（ECLAC 

2011、Ex-Im Bank of India and IDB 2019）。

特に、2003～08 年の 5 年間は、世界的なコ

モディティ・スーパーサイクルのなかで、イ

ンドの旺盛な資源需要と LAC 地域の高い

供給力が合致し、経済関係がかつてないス

ピードで強化された。2003 年にわずか 20

億ドルであった貿易額は、2008 年には 174

億ドルへと急増し、短期間で劇的な取引拡

大を記録した。この間、ベネズエラからの原

油輸入が開始されたことで、インドのエネ

ルギー安全保障における LAC 地域の重要

性が認識された。また、チリやメルコスール

（南米南部共同市場）との特恵貿易協定

（PTA）が締結されたことで、通商基盤の

整備が急速に進んだ。この時期の特記すべ

き点は、二国間関係の進展が BRICS や G20

といった多国間枠組みの台頭と並行してい

たことである。 

 

21 世紀初頭以降、インドの国際的プレゼ

ンスの向上に呼応するように、LAC 諸国に

よる対印外交ネットワークの拡充が加速し

た。ガイアナがニューデリーに大使館を

2004 年に設置したことを皮切りに、エクア

ドルやパラグアイなどが相次いで大使館を

開設した。2006 年にはブラジルがムンバイ

に領事館を開設した。これは LAC 諸国とし

てインド国内の主要都市に拠点を拡充した

初めての事例であり、経済および通商面で

の実利を重視する姿勢を明確にした。イン

ド政府もまた、LAC 地域を「戦略的空白地」

から「重点協力地域」へと再定義し、急速に

外交プレゼンスを高めている。直近では、パ

ラグアイやドミニカ共和国でも大使館が新

設された。こうした動きは、単なる二国間関

係の維持にとどまらず、多極化する国際秩

序における多国間連携（BRICS、G20、グロ

ーバル・サウスなど）に新たな活力をもたら

している（Government of India 2025a、

CAF 2023）。 

 

2014 年、モディ首相によるブラジル訪問

（BRICS サミット出席）は、インド・LAC

関係における新時代の幕開けとなった。首

脳自らが LAC の地に足を踏み入れ、強固な

パートナーシップの基盤を再構築する姿勢

を示した。2019 年にキャリア外交官出身の

S ・ジャイシャンカル博士が外務大臣に就任

したことで、対 LAC 外交はさらに緻密かつ

精力的なものとなった。ジャイシャンカル

外相は、2021 年以降だけで計 13 回におよ

ぶ LAC 諸国訪問を断行した。これはインド

外交史上、極めて異例の頻度であり、同地域

の優先順位が劇的に引き上げられたことを

示している。訪問先は主要国（ブラジル、ア
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ルゼンチン等）にとどまらず、カリブ共同体

（CARICOM）やラテンアメリカ・カリブ諸

国共同体（CELAC）といった地域機関との

対話を重視した（Government of India 

2025a）。経済停滞期であっても「政治主導」

で関係を維持・強化する独自のスタイルを

確立した。2012 年に始動した CELAC との

対話メカニズム 5は、多国間レベルでの連携

を補完する重要な柱となっている（CAF 

2025）。 

 

2025年に入ってから、インドによるLAC

地域への 「政治主導の関与」はさらに深化し

ている。2025 年初頭、インドの外相はパナ

マ、ブラジル、チリ、アルゼンチンといった

主要国外相と相次いで会談を行い、地域全

体のパートナーシップを確認し合った。ま

た、ニューデリーで開催された地経学・戦略

会議 「Raisina Dialogue （ライシナ・ダイア

ログ）」において、キューバ、ペルー、ボリ

ビアなどの要人と個別会合を実施し、特定

の主要国に限定されない「多角的な外交ポ

ートフォリオ」の構築を進めている。さら

 

5  「CELAC ・インド対話」は、2012 年の第 1 回外相トロイカ会合を皮切りに協議を重ね、関係を強化して

きた。2016 年に採択された 「キト行動計画」では、エネルギーや科学技術分野での関係強化が優先課題と

して明文化され、政治対話と協力のための恒久的メカニズムが設置された。外相会議が 2014 年、2015 年、

2016 年、2017 年、2022 年に開催された （Roy 2025）。この対話メカニズムは、2022 年のアルゼンチン議

長国を務めた際に再活性化され、パンデミック後の社会復興や食料・エネルギーの安全保障、科学技術イ

ノベーションといった現代的な課題への共同対応が重点化されている。このような多国間の枠組みでの連

携は、二国間関係を補完し、グローバルな文脈においてインド・LAC 間の戦略的パートナーシップを形成

する上で、重要な役割を果たしている（CAF 2023）。 

に、外交的な枠組みを実利的な経済利益へ

とつなげるため、インド工業連盟（CII）が

主導する官民の枠を超えた「CII-LAC コン

クラーベ」を通じて、貿易・投資関係の促進

に取り組んでいる （Batra 2025）。また、ア

ンデス開発公社（CAF）との連携によるプ

ロジェクト面での支援は、インド企業の

LAC 地域への進出やインフラ整備におけ

るリスクを軽減し、包括的なアプローチを

後押ししている。パビトラ・マルゲリータ外

務担当国務相の言及にある通り、現在のイ

ンドにとって LAC 地域は単なる「遠方の市

場」ではなく、多極化する国際秩序における

「重要な戦略的パートナー」へと変化して

いる（CAF 2023）。 

 

II.2  積極的非同盟（ANA） 

 
チリの元駐中・駐印大使を務めたホルヘ・

ハイネ（Jorge Heine）教授によると、イン

ドが LAC 地域との関係を強化する背景に

は、域内で圧倒的な存在感を示す中国を牽

制し、自国の地政学的地位を向上させたい
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という明確な意図がある。伝統的な大国

（G7）と新興国の間で、インドが「グロー

バル・サウス」の代表としての正当性を主張

する上で、LAC 諸国の支持は不可欠な要素

である。ウクライナ情勢などの国際的危機

において顕在化した 「積極的非同盟（Active 

Non-Alignment ：ANA）」6という外交路線

は、両地域を結びつける規範的基盤となっ

ている。大国間の陣営対立に埋没すること

を拒否し、自国の国益に基づいた独自の意

思決定を行う「戦略的自律性（strategic 

autonomy）」を行使することで、従来の限

定的な経済協力の枠組みを超えたインドと

LAC 諸国の連帯がグローバル・サウスの権

益を代表する政治的・戦略的パートナーシ

ップへと変容してきている （Heine 2025）。 

 

「積極的非同盟（ANA）」の核心は、大国

間の対立を戦略的に利用し、グローバル・サ

ウス諸国の外交的選択肢を最大化すること

である。中国とロシアは、これら国々を「反

西側」勢力として組織化し、G7 に対抗する

地政学的極への変質を企てている。しかし、

インドやブラジルは、非同盟の伝統に基づ

いて特定の陣営に属さない自律的な独自の

外交を続けている。インドは、ロシアとの戦

 

6 非同盟運動（NAM）の創設を主導したチトーとネルーは、1954 年の共同声明で、非同盟の本質を 「受動

的な中立主義」とは明確に区別し、 「集団的平和を目指す積極的、能動的、建設的な政策」と定義した。こ

の原初の定義は現代の「積極的非同盟（ANA）」の規範的な起源であり、戦略的な自律性を追求するインド

外交の歴史的基盤となっている（Hlela 2022）。 

略的関係を維持しながらも、西側諸国との

協調を深める実利的外交を展開し、ブラジ

ルは、中・米との関係を維持しつつ、両国と

の均衡を図っている （Heine 2025）。世界で

自由貿易体制が危機に瀕しているなか、イ

ンドと EU との FTA の妥結、そして EU と

メルコスールの FTA の調印は、インドと南

米諸国が持つ 「国際秩序構築能力」の証左で

あるとも考えられる。 

 

こうした力学はインフラ投資や通商政策

にも波及している。2025 年のペルーとイン

ド間のブルーベリー輸出の効率化にも寄与

しており、インフラ整備がもたらす「正の外

部 経 済 効 果 」 の 具 体 例 と い え る

（Seshasayee 2025c）。一方、メキシコが

2025 年 12 月に実施した関税引き上げ措置

（FTA非締結国を対象としたトランプ流の

保護主義への同調）は、インドの輸出産業に

構造的な障壁を築いている（Agarwal 

2025）。これらの事例は、グローバル・サウ

スが直面する二面性を浮き彫りにしている。

すなわち、「積極的非同盟」は、経済的恩恵

を創出する手段であると同時に地政学的リ

スクに適応するための戦略でもある。 
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III. 貿易・投資関係の変遷 

インドと LAC 諸国の貿易関係は、2003

年から 2014 年にかけての「蜜月期」を経て、

その後の 10 年間は停滞局面を迎えた。この

背景には、リーマン ・ショック後の世界経済

の回復の遅れに加え、一次産品価格の下落

に伴う「資源ブーム」の終焉という構造的要

因がある。しかし、この停滞期の間も、両地

域間の貿易と投資関係は着実に深まってき

た。特に、インドとメルコスール間、インド

とチリ間で締結された特恵関税協定（PTA）

は、経済外交を維持するだけでなく、相互貿

易を促進する制度的基盤として機能した。

このため、近年のインドと LAC 諸国との関

係は、資源に依存したブームを超え、協定に

基づく安定的で多角的な貿易構造へと移行

しつつあると言える。 

 

III.1  高まる「未開拓の市場」としての

期待感 

 

インドと LAC 諸国の経済的相互依存は、

中長期的に飛躍的に高まると予測される。

2024 年時点で、インドの人口は LAC 全体

の 2 倍を上回る一方、名目 GDP は同地域

の約 67％（4.5 兆ドル）にとどまっている

（IMF 2025）。しかし、世界第 5 位の経済

大国であるインドは、2020 年代後半には第

3 位へ浮上し、2040 年までには GDP 規模

で LAC 全体を上回る見通しである

（Government of United Kingdom 2025）。

この急成長は１人当たりの所得倍増を伴い、

インドを膨大な中間層を抱える巨大消費市

場へと変貌させる。現在、世界の GDP に占

める LAC のシェアは 6.1％であり、その中

核を成しているのはブラジルとメキシコで

ある。将来的なインド市場の拡張を考慮す

ると、インドは LAC 諸国にとって「未開拓

かつ極めて有望な戦略的市場」であると言

える（Singh 2025）。 

 
インドの経済拡大は、世界貿易における

インドの地位を根本的に変容させる。英国

商務省（Government of United Kingdom 

2025）の予測によると、2024 年時点で輸出

11位、輸入 7位であるインドの貿易順位は、

2030 年には輸出 7 位、輸入 4 位となり、さ

らに 2035 年には輸出入ともに世界第 4 位

へと躍進すると見込まれている。これはす

でに LAC の主要経済国であるメキシコや

ブラジルの貿易規模を上回る水準であり、

世界有数の輸出入拠点へと進化するインド

の動向は、一次産品および工業製品の両面

で LAC 諸国に大きな経済的機会をもたら

している（Singh 2025）。 
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III.2 貿易関係の「非対称性」と相対的

地位の変遷 
 

インドと LAC 地域の貿易関係は、インド

国内の政治的優先順位や国際市場の変動に

影響されながらも、強固な相補関係を築い

てきた。2005 年から 2014 年にかけて世界

的なコモディティ・ブームを背景に、貿易規

模は急拡大し、約 10 倍となった。そして、

2022 年には過去最高の 507 億ドルを記録

した （図 1-A）。しかし、インドの世界貿易

が急拡大するなかで、LAC に対する貿易シ

ェアは輸入で 3.8％、輸出で 4％台へと低下

し、停滞している。このため、他の地域と比

較したインドの相対的地位の低下は顕著と

なっている（図 1-B）。 

 

貿易収支をみると、資源価格の影響を大

きく受ける構造であるため、インド側の貿

易赤字が継続している。近年の輸出拡大に

より赤字幅は縮小傾向にあるものの、構造

的な赤字基調は依然として解消されておら

ず、貿易収支の均衡化が期待される（図 1-

A）。 

 

III.2.１ 貿易相手国別 
 

インドと LAC 間の貿易は、総額は堅調に

推移しているが、その構造は少数の主要経

済圏に高度に集中している。2022～24 年の

年平均データをみると、インドの対 LAC 輸

出は、上位 2 か国であるブラジル（36%）

とメキシコ（25%）で全体の 61%を占め、

さらにコロンビア、チリ、アルゼンチン、ペ

ルーを加えた上位 6 か国では全体の 83%を

占める（表１）。一方、インドの対 LAC 輸

入も上位 6 か国が 82%を占める点は共通す

るが、ブラジルを除いて、各国シェアは 10%

図１：インドの対 LAC 貿易の推移：輸出・輸入と貿易収支 2005～24 年 
（単位：百万ドル、パーセント） 

A.  輸出・輸入・貿易収支 
（百万ドル） 

B. LAC との貿易がインドの世界貿易に 
占める割合（％） 

 

 
 

出所：International Trade Centre（ITC）、Trade Map：
（https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map）から筆者作成。 
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台で拮抗している。これは、輸出先としての

LAC は相対的に多角化が進展する一方、資

源供給源の輸入先は少数国に集中している

ことを示している。対照的に、中米諸国（ド

ミニカ共和国やグアテマラ等を除く）やカ

リブ諸国（トリニダード・トバゴを除く）の

シェアは、輸出入ともに極めて低く、広域サ

プライチェーンの構築や地域全体への波及

効果を考慮すると、LAC 地域における未開

拓市場の掘り起こしこそが、持続的なパー

トナーシップ深化の鍵となる。 

 
一方、LAC 諸国にとってのインドの重要

性は近年顕著に増大しており、対印輸出額

は 2020 年の 127 億ドルから 2024 年には

240 億ドルへと、4 年間でほぼ倍増した。こ

表１：インドの対 LAC 貿易、国別、2022～24 年平均 
（単位：百万ドル、パーセント） 

 

 

注：   
出所：International Trade Centre（ITC）、Trade Map：

（https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map）から筆者作成。 

南米
メキシコ・中米
カリブ

https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map
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の急激な伸びに伴い、LAC の総輸出に占め

るインドのシェアも、同時期で 1.4％から

1.6％へと拡大した。インドはドイツなどを

上回る第 11 位の輸出市場に浮上した（表

2）。この傾向は、LAC 諸国が伝統的な欧米

市場や中国への依存から脱却し、成長著し

い東南アジア市場を軸に輸出先を多角化し

ていることを示している。インドを鉱物資

源や農産品の供給先として組み込む戦略は、

LAC 諸国の対外経済戦略において不可欠

なものとなりつつある。 

 

LAC 諸国にとって、インドの重要性は南

米を中心に著しく高まっている。2024 年の

統計では、インドはコロンビアで輸出第 3

位、アルゼンチンでは第 5 位、チリでは第

6 位を占めており、主要輸出市場としての

地位を確立している。また、ブラジルは輸出

入双方で上位に位置しており、パラグアイ

表―２：LAC 地域の貿易相手国ランキング：貿易（輸出・輸入）総額と貿易シェア 
2022～24 年平均 

（単位：百万ドル、パーセント） 
 

 
出 所 ： International Trade Centre （ ITC ） 、 Trade Map ：

（https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map）から筆者作成。 

https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map
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などは順位が大幅に上昇している。このた

め、インドは南米諸国にとって、輸出先国を

多角化する上でその存在感を強めているが、

その一方で、北米経済圏に統合されている

メキシコや中米諸国では主要な貿易相手国

にはなっていない。 

 
 
 
 

III.2.2 品目別 

 

インドの対 LAC 輸入構造を HS （貿易統

計品目表）4 桁コードで精査すると、特定品

目への高度な集中が鮮明になる。2022〜24

年平均では、原油などのエネルギー資源、

金、植物油脂、非鉄金属・鉱石の 4 品目で

輸入総額の約 78％を占め、糖類や木材を含

む一次産品と資源加工品の合計が輸入総額

表 3：インドの LAC からの輸入品、上位 20 品目（HS4 桁）、2022～24 年平均 
（単位：百万ドル、パーセント） 

 

 
出所：International Trade Centre（ITC）、Trade Map：
（https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map）から筆者作成。 

 

https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map
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の 86％を占める （表 3）。一方、工業製品の

寄与度はわずか 5％にとどまり、一部のハ

イテク製品を除けば輸入の大半が未加工資

源である。この事実は、インドの対 LAC 需

要が、自国の工業化とエネルギー安全保障

を支える資源確保に特化しており、両地域

間の経済関係が依然として典型的な垂直的

分業の枠組みにあることを示唆している。 

 

しかし、この構造的依存は、品目ごとに見

ると、極めて戦略的な相補性を有している。

原油の対LAC依存度は 5％と限定的である

一方、金は 15％に達している。特に、砂糖

（99％）、大豆油（77％）、フッ素（50％）、

銅鉱石（43％）などの重要資源について、

LAC 地域は代替が難しい供給源となって

いる。例えば、砂糖の 9 割超をブラジルに、

大豆油をアルゼンチンとブラジルに依存し

ている。一方、LAC 側にとっても、インド

表－4：インドの LAC 向け輸出、上位 20 品目（HS4 桁）、2022～24 年平均 
（単位：百万ドル、パーセント） 

 

 
出所：International Trade Centre（ITC）、Trade Map：
（https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map）から筆者作成。 

 

https://www.intracen.org/resources/tools/trade-map
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の存在は不可欠であり、特に植物油市場に

おいてインドは、ヒマワリ油（対印輸出シェ

ア 59％）や大豆油（44％）の最大級の輸出

先となっている。一見すると資源依存型の

垂直分業のように見えるが、実際には双方

の経済と食料安全保障を支え合う、強固な

構造的基盤を形成している。 

 

インドの対 LAC 輸出構造については、一

次産品に特化した輸入構造とは対照的に、

高付加価値な工業製品を中心とした多角化

が顕著である （表 4）。輸出構成は、主に以

下の 3 つの柱に大別される。第１に、エネ

ルギー・石油製品部門である。ガソリンや潤

滑油、バイオディーゼルを含む製品は輸出

全体の 13％を占める最大の単一カテゴリ

ーとなっている。 

 

第 2 に、最大の付加価値を創出する輸送

機器・機械部門である。乗用車、二輪車、ト

ラクター、および自動車部品は合わせて対

LAC 輸出の 21％を占める。タイヤなどの関

連製品の定着も含め、インド製モビリティ

の強い市場存在感が示されている。 

 

第 3 に、化学・ライフサイエンス部門で

ある。農薬や医薬原料、医薬品完成品（合計

8％）が重要な位置を占めるほか、スマート

フォンなどのハイテク製品も堅調に推移し

ている。この輸出構造は、インドが LAC に

とっての主要な資源需要国であるだけでな

く、地域の工業化と公衆衛生を支える「不可

欠な工業製品の供給拠点（マニュファクチ

ュアリング・ハブ）としての役割を深化させ

ていることを如実に示している。 

 

インドの対 LAC 輸出を精査すると、特定

品目で圧倒的な存在感があることがわかる。

特に、輸送機器や殺虫剤分野ではインドの

全輸出額の約 3 割を LAC が占めており、イ

ンドの自動車産業にとって重要な市場とな

っている。また、LAC 側から見てもインド

は、二輪車や綿糸、有機合成着色料などのカ

テゴリーで LAC の輸入額のおよそ 3 割を

占める主要なサプライヤーである。この相

互依存関係は、インドが LAC の産業基盤や

農業生産を支える重要なパートナーとして、

LAC の地域供給網に深く組み込まれてい

ることを示している。 

 
III.2.3 貿易関係の変遷：まとめ 

 

インドと LAC 地域の貿易関係は、一次産

品と工業製品を交換する典型的な「産業外

貿易」を主軸としており、この垂直的分業体

制は双方の比較優位に基づく極めて強固な

相互補完性を形成しつつある。 

 

インド側から見れば、LAC 地域はエネル

ギーおよび食料の安全保障において戦略的
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な要衝である。中東への依存を緩和するた

めの原油調達先の多様化 7や、ウクライナ戦

争を受けてアルゼンチン産のヒマワリ油に

切り替える動き、さらに南北半球の季節差

を利用した「周年供給体制」の構築は、LAC

が単なる供給源を超え、インドにとって戦

略的に不可欠な拠点へと進化したことを示

している。特に、民間製油所が有する LAC

産重質油の高度な処理能力がこの補完構造

を技術的に支えている（Girisanker 2025）。 

 

一方、LAC 側にとっても、インドは輸送

機器、医薬品、農薬、ハイテク製品といった、

地域の工業化と公衆衛生に直結する付加価

値製品の安定的供給拠点となっている。特

に、二輪車や殺虫剤、綿糸といった特定カテ

ゴリーでは、インドは市場の約 3 割を占め

る主要なサプライヤーであり、LAC の産業

基盤を維持するために不可欠な存在となっ

ている。 

 

現時点では、水平的な産業内分業への移

行は限定的だ。今後は、天然資源と製造業品

 

7 LAC 産原油の重要性は、以下の 3 点に集約される。第１に、技術的適合性である。インドの民間製油所

は、重質・高硫黄原油の高度な処理能力を有しており、LAC 産原油は、国内精製能力の優位性を支える基

盤となっている。第 2 に、地政学的リスクの緩衝機能である。中東を経由しない供給ルートは、ホルムズ

海峡などの要衝における緊張に対する代替的な選択肢となる。第 3 に、上流部門への直接投資を通じた資

源確保である。ブラジルやコロンビアでの権益確保は、市場調達を超えた長期的アクセスを可能にし、エ

ネルギー安全保障の根幹を成している（Girisanker 2025）。 
8 LAC 地域向け投資国別外国直接投資流入の統計によると、2010 年以降、インドからの FDI 流入が記録

されているのはメキシコ、パナマ、トリニダード・トバゴのみである。この 3 か国へのインドからの FDI

との交換を基盤としながらも、リチウムな

どの重要鉱物やクリーンエネルギー分野へ

の投資協力を通じて、この互恵的関係をい

かに次世代の産業構造へと深化させていく

かが、両地域にとっての共通課題となる。 

 
III.3 投資の動向 

 

2024 年の世界からの LAC 向け外国直接

投資（FDI）において、米国は 38％のシェ

アを占め、最大の投資国としての地位を堅

持した。一方、欧州連合 （ルクセンブルクと

オランダを除く）のシェアは 15％と、2012

年以降で最も低い水準となった。また、域内

起源の投資は 12％に達し、第 3 の投資主体

となっている。対照的に、中国と香港からの

FDI は、統計上では 2％と、低水準にとど

まった（ECLAC 2025a）。また、インドか

らの投資は拡大途上にあるものの、中国や

日本などの他のアジア諸国と比べてまだ少

ないのが現状 8である（ECLAC 2025b）。 

 



 

16 

 

III.3.１ インドの LAC 向け FDI 

 

インド財務省の統計（2000 年 4 月～2025

年8月）によると、同国の対外直接投資（FDI）

総額 3,389 億ドルのうち、LAC 向けは 193

億ドル（0.6％）にとどまる。このうち約 89％

は租税回避地を対象とした金融投資 9 であ

り、実体経済への「生産的投資」は 23 億ド

ルと限定的である。国別の内訳をみると、上

位 3 か国のブラジル （37.8％）、コロンビア

（26.9％）、メキシコ （11.4％）が生産的投

資の 76％を占めており、特定の経済圏への

集中が顕著である（Government of India 

2025c）。 

 

一方、LAC 諸国の公式データによると、

2010 年代および 2020 年代前半において、

インドの LAC 向け発表投資額はブラジル

とメキシコに集中していた。2010 年代には、

約 25 億ドル（地域総額の 44%）がブラジル

向け、約 12 億ドル（26%）がメキシコ向け

 

流入額は、2010～24 年の間に合計 2 億 5,200 万ドルに達して、3 か国への FDI 流入額の 0.05%であった

（ECLAC 2025b）。 
9 インド政府のデータに基づく筆者の推計によると、対 LAC 投資の 89％にあたる 172 億ドルが、英領バ

ージン諸島やケイマン諸島、バミューダ諸島、パナマなどの租税回避地（タックス ・ヘイブン）に向けられ

ている。これらの金融関連投資を除いた実体経済への「生産的投資」（23 億ドル）の内訳をみると、特定の

国々が主要な投資先として浮上する。租税回避地を軸とした、世界からの LAC 向けの直接投資（FDI）に

ついては、Pankhuri et al.（2019）や ECLAC（2011）の報告を参照されたい。 
10 2020 年代に入ってから、インド企業は同地域で総額 6 億 6,000 万ドルに上るソフトウェアおよび IT サ

ービスプロジェクトを発表しており、2010~19 年までの累計額である 3 億 7,900 万ドルを既に上回ってい

る。自動車部品分野では、2020~24 年の発表額は 3 億 4,900 万ドルに達し、2010~19 年の累計額である 3
億 7,800 万ドルに迫る勢いである（ECLAC 2025b）。 

であった。2020～24 年にかけてもこの集中

傾向は継続し、メキシコはインドからの発

表額 10 億ドル（同期間の総 FDI 発表額の

43%）、ブラジルは 8 億ドル（34%）を受け

入れた（ECLAC 2025b）。 

 

近年、LAC 地域におけるインド企業の

FDI は、構造的な転換期を迎えている。セ

クター別動向をみると、投資対象の重点は

従来の重化学産業から技術集約型産業へと

移行している。具体的には、ソフトウェアお

よび IT サービス、ならびに自動車部品分野

への投資発表額が急増しており、2020 年代

には同地域における投資対象の第 1 位およ

び第 2 位を占めるに至った 10。例えば、IT

サービス分野の 2020 年代の投資発表額は

6.6 億ドルに達し、前 10 年間の累計額を既

に刷新している。対照的に、2010 年代に主

導的であった分野からの撤退が顕著である。

鉱物・金属分野では、世界からの FDI 流入

が増加傾向にあるにもかかわらず、インド
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による投資発表額は年平均 29％減少した。

また、かつて上位を占めた自動車製造や金

融サービスでは、2020 年代前半の新規案件

は皆無であり、化学セクターでも発表額が

40％減少している。 

 

一方で、合併・買収（M&A）を通じた進

出は拡大傾向にある。2010～24 年の間に、

インド企業は同地域で 49 件の M&A を実

施した。これは全取引数の 0.9%にとどまる

ものの、進出手法としての重要性を増して

いる。国別ではブラジルが全体の 51％と過

半を占め、セクター別では消費財、産業用機

器、素材、ヘルスケアが主要な対象となって

いる。特に農薬分野の UPL 社によるブラジ

ル等での複数案件は、戦略的な事業拡大の

典型例といえる 11（ECLAC 2025b）。 

 

一方で、企業レベルの情報 12 （Seshasayee 

2025c）によれば、LAC 地域におけるイン

ド企業の活動は近年活発化してきている。

現在、200 社以上のインド企業が LAC 地域

に進出し、約 9 万人の雇用を創出する重要

な投資家となっている。IT・サービス分野

 

11 被投資国別でみると、インド企業による M&A は、ブラジルが M&A 全取引件数の 51％を占め、次いで

チリ（14％）、メキシコ（12％）となっている。セクター別では、消費財が最大のシェア（18％）を占め、

次いで産業用機器（16％）、素材（16％）、ヘルスケア（14％）、テクノロジー部門 （10％）が続く。LAC 地

域で最も活発な M&A 活動を行うインド企業のひとつである UPL 社は、2010～24 年の間に主に農薬分野

で、ブラジル、チリ、コスタリカにおいて 8 件の取引を実施している（ECLAC 2025b）。 
12 この推計値は、Seshasayee （2025c）による実務者面談と企業文書の精査を基に算出されたものである。 

では、インドの IT 企業が約 5 万人を雇用し

ており、なかでも TCS （タタ・コンサルタ

ンシー・サービシズ）は 9 か国 17 都市で 2

万 7,000 人を雇用している。その 9 割以上

が地元出身者であり、大都市だけでなく地

方都市でも安定した雇用を生み出している。

製造業では、自動車部品大手のマザーソン・

グループがメキシコやブラジルなどで 2 万

6,000 人以上を雇用しているほか、二輪・四

輪メーカーの Hero や Royal Enfield、Bajaj

が現地に生産・組み立て拠点を置いている。

中国の場合とは対照的に、インドからの進

出企業のほとんどは民間セクターである。 

 

III.3.2  LAC 企業による対インド FDI 

 

LAC 諸国による対インド FDI は、エネル

ギー、輸送、農業等の戦略的分野を中心に、

初期段階ながら着実な成長を遂げている。

インド政府の公式統計（2000 年〜2025 年

9 月）によれば、LAC からの累計 FDI 額は

8 億ドルであり、国別ではメキシコ（約 50％）

とチリ（34％）がその大半を占める（Sedzro 

and Rao 2026）。しかし、実態ベースの累計
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額は 20〜30 億ドルに達すると推定され、特

に 2010 年代後半以降の急増が顕著である

（Seshasayee 2021）。この背景には、単な

るインド市場への参入にとどまらず、アジ

アのバリューチェーンへの統合という戦略

的意図が看取される。 

 

CAF （2023）によると、ラテンアメリカ

諸国の対インド FDI では上位 30 社が投資

額の 86％を占めており、特定の有力企業に

よる投資の集中傾向が顕著である。国別シ

ェアでは、ブラジル（39％）とメキシコ（25％）

が中核をなしており、アルゼンチン、チリ、

ペルー（各 11％）を含む南米企業のプレゼ

ンスが拡大している。具体的には、メキシコ

のビンボ（食品）やチリのコデルコ（銅）と

いった有力企業が、直接投資や長期供給契

約を通じて、資源および食糧安全保障に深

く関与している。また、2024 年のブラジル

経営者団体（LIDE）によるインド事務所開

設は、投資活動が従来の個別進出から組織

的な投資促進の段階へと移行したことを示

唆している（Sedzro and Rao 2026）。 

 

III.3.3 投資動向：まとめ 

 

インド企業による生産的FDIが限定的な

背景には、主に 3 つの要因が挙げられる

（ECLAC 2025b、Seshasayee 2021, 2025b, 

2025c）。第１に、地理的・心理的距離に伴

う物流コストや商習慣の相違が、依然とし

て高い参入障壁となっていることである。

第 2 に、インド企業の投資選好が、大規模

な設備投資を必要とする 「資産重厚（asset-

heavy）」型よりも IT や製薬などの人的資

源を活用する 「資産軽快（asset-light）」型

投資に偏っている点である。第 3 に、資源

確保型やインフラ整備のためのFDIが限ら

れていることである。大規模な資源開発や

インフラ構築を主導する中国と比較し、イ

ンドの同分野におけるプロジェクトはいま

だ発展途上の段階にある。 

 

一方で、LAC 地域は食料およびエネルギ

ーの安全保障、ならびに重要鉱物資源の確

保において、インドの戦略的ヘッジとして

機能している。金、砂糖、大豆油、銅鉱石な

どの供給源として代替困難な地位を占めて

いる。しかし、現状の直接投資は石油下流部

門に偏重しており、農産物や鉱物の生産・物

流インフラへの関与は限定的である。将来

的な安定供給には、これら未開拓分野の投

資拡充が不可欠である。 

 

地域経済的には、LAC 拠点の活用は対米

輸出における低関税措置の享受という利点

をもたらす。また、LAC 諸国にとってもイ

ンドは、対中依存の低減 （デリスキング）や

北米市場の変動に対する有効なヘッジ先と

なり得る。すでに一部のラテンアメリカ系
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の多国籍企業は、2000 年代初頭からインド

を成長市場かつアジア展開の拠点として活

用している。こうした資源安全保障と市場

アクセスを軸とした相互補完性は、両地域

間の相互利益を促進している （Seshasayee 

2025c）。 

 

III.4 インドと LAC 諸国との貿易協定

の新展開 

 

インドの対 LAC 通商政策は、メルコスー

ルやチリとの間で長年維持されてきた限定

的な規制枠組みから脱却し、包括的な経済

連携へと転換しつつある。この背景には、

EV 化に伴うチリやアルゼンチン産のリチ

ウムの確保や、サービス輸出の多角化への

期待があり、慎重な姿勢を「積極的な攻め」

へと変えさせるような実情がある。 

 

2009 年に発効したインド・メルコスール

特恵貿易協定（PTA）は、当初の対象が全品

目の約 3％に相当する 450 の関税ラインに

とどまるなど、極めて限定的な枠組みであ

った。しかし、近年の経済連携の緊密化を背

 

13 インド政府によれば、2025 年 7 月のインド・ブラジル共同声明は、防衛やエネルギー転換等、相互補完

的な 5 分野からなる 10 か年ロードマップを提示し、両国の協力関係を戦略的に刷新した。この枠組みは供

給網の強靭化や気候変動対応を主軸に、両国をグローバル・サウスの要石と定義するものである。非同盟

運動や BRICS 等の歴史的相乗効果を基盤としたこの動向は、限定的な特恵貿易を超えた、多層的かつ統合

的な提携の構築を象徴している（Government of India 2025b）。 

景に、対象品目を約 3,000 品目へと大幅に

拡充し、貿易規制基準の現代化への方向転

換を行っている （CII 2023）。特に、2025 年

10 月のインド・ブラジル共同宣言 13は、両

国間の協力関係を戦略的に深化させる画期

的な契機となった（Government of India 

2025b）。この宣言に付随する 10 年間のロ

ードマップでは、防衛、食料安全保障、エネ

ルギー転換、デジタル変革、産業協力という

5 つの柱が提示され、非関税障壁の解消を

含む包括的な分野への拡大が明文化された。

その結果、2030 年までに 2 国間貿易額を

200 億ドル規模に引き上げるという野心的

な目標が設定された （CRF 2025）。さらに、

2026 年 2 月にルラ大統領がインドを公式

訪問の際には、その目標を 300 億ドルまで

引き上げた（Government of India 2026a）。 

 

2006 年に署名されたインド・チリ特恵貿

易協定（PTA）は、2017 年の改定を経て対

象品目が数千品目にまで大幅に拡充され、

関税撤廃が加速した。さらに、両国は 2025

年 5 月に PTA を包括的経済連携協定

（CEPA）へと格上げする交渉を正式に開
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始した。この CEPA は、従来の物品貿易の

枠組みを超え、農業、科学技術、気候変動対

策などを含む 17 の経済連携分野を網羅す

る、多角的な枠組みとなることを目指して

いる。これは限定的な特恵関係から、経済実

態に即した、より統合的な経済提携への移

行を象徴するものである（CRF 2025、

Khannawalia 2025）。 

 

2017 年に始まったインド・ペルーFTA 交

渉は、2025 年 11 月の第 9 回会合を経て、

物品・サービス貿易や紛争解決などの広範

な分野で合意形成が進展した。特筆すべき

は、通関円滑化に加えて、重要鉱物分野での

協力が重点課題として浮上したことである。

また、チャンカイ港の開港を契機とした物

流網の刷新により、この協定はアジア・LAC

間のサプライチェーン強化と経済統合を推

進する重要な枠組みとして、その重要性を

高めている（Sedzro and Rao 2026）。 

 

 

14 インドとエクアドルは経済協力に関する覚書（2013 年）に基づき、共同経済貿易委員会（JETCO）を

設立する議定書を締結した。2017 年 5 月、JETCO の第 1 回会合において両国は、特恵貿易協定（PTA）

を締結することで合意した。PTA に関する共同実現可能性調査は 2019 年 7 月に完了し、同年 10 月、PTA
に関する正式な交渉を開始するための議定書に両国が署名した（CII 2023）。 
15 インドとコロンビアの間では、貿易促進、防衛協力、科学技術協力、IT、観光などの分野において、長

年にわたって複数の覚書や協定が締結されてきた（CII 2023）。 
16 2025 年、インドとベネズエラの関係は、「合同委員会」の再始動により転換点を迎えた。協力分野は、

炭化水素から鉱業、医薬品、自動車、農産品へと多様化している。また、インドの国営石油企業の子会社で

ある ONGC Videsh の既存事業を基点として、インド企業による投資促進が図られている。特筆すべきは、

トランプ政権による制裁リスクを回避するための新しい決済メカニズムの模索であり、エネルギー安全保

障と LAC での製造拠点拡大の両立を目指していた （Rao 2025）。両国間の関係は今後、トランプ米政権と

中国やロシアとの対立下で、ベネズエラ新政権がどのような通商政策を展開できるかによって左右される。 

近年のインドによる対 LAC 経済外交は、

従来の関税特恵を超え、資源安保やデジタ

ル連携を軸とした統合的な経済提携への質

的転換を目指している。具体的な動向とし

ては、チリやペルーに加えてエクアドル 14

やコロンビア 15、ベネズエラ 16などのアン

デス諸国がインドとの連携強化を進めてき

ている（CRF 2025）。また、トランプ関税

の賦課を背景に、メキシコが 2026 年 1 月

から非 FTA 締結国に対して最大 50％の関

税を課す方針を打ち出した際にインドが即

座に反応し、2025 年 12 月に貿易協定

（PTA/FTA）交渉の開始に合意したことは、

保護主義的な障壁を制度的枠組みで克服し

ようとする戦略的対応の象徴である

（Suneja 2025）。また、2026 年 1 月のイン

ド・EU 間の FTA 調印に伴う貿易自由化の

加速は、LAC 諸国との交渉において強靭な

推進力となる可能性を秘めている。 
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IV.  インドと LAC の新たな機会 

 
インドと LAC との経済外交に関わる団

体や機関による報告書 （Seshasayee 2025c、

CII 2023、CRF 2025、CAF 2023）は、イ

ンドの経済外交において LAC の重要性が

高まっていることを指摘している。その背

景には、① エネルギーと重要鉱物の確保、

② 技術と産業協力、③ 食糧安全保障、④ 

グリーン転換という 4 つの戦略的要因があ

る。本稿では、これらの要因を整理してイン

ドが LAC 地域を戦略的パートナーとみな

す根拠を、地政学的観点から考察する。 

 

① エネルギー安全保障 

国際情勢が深刻化するなか、エネルギー

調達先の多角化は、インドの国家安全保障

上喫緊の課題となっている。現在、インドの

原油輸入量に占める LAC 諸国からの輸入

の割合は５％未満だが、中東やロシアへの

過度な依存を軽減し、供給網のレジリエン

スを強化する点において LAC 諸国は極め

て重要である。2026 年 2 月の米印合意によ

 

17 インドとブラジルは 2020 年のバイオエネルギー協力覚書を契機に連携を深化させている。2022 年に

は、事務次官級の訪伯を通じて、ペトロブラスとの原油調達協定を実現し、資源供給網の強靭化を図った。

また、ブラジルの国際太陽エネルギー同盟（ISA）への加盟により、協力関係は次世代エネルギー分野にも

拡大した。これらの取り組みは、化石燃料と脱炭素技術の両面で戦略的自律性を追求する両国間の重層的

な連携を象徴している（Girisanker 2025）。 

り、インドは対米関税の大幅引き下げを条

件にロシア産原油の輸入を停止することで

合意した。この合意を受けて、ベネズエラを

中心とする LAC 諸国が代替供給源として

浮上してきている（日本経済新聞 2026）。 

 

インドと LAC 諸国との協力関係は、従来

の化石燃料調達にとどまらず、脱炭素化を

見据えた次世代エネルギー分野へと多角的

に展開している。具体的には、ブラジルとの

バイオ燃料 17を通じた技術協力や、アルゼ

ンチンとの原子力平和利用における相互補

完的な連携が推進されている。また、ガイア

ナやスリナムの海洋油田開発では上流部門

での権益確保が進められている。こうした

動きは、LAC 地域が化石燃料の安定供給源

としての役割を維持しながらも、新エネル

ギーへの移行期に不可欠な戦略的パートナ

ーへと変容していることを示している。 

 

同時に、インドの経済外交において最優

先課題となっているのが、重要鉱物および

レアアース（希土類元素）の安定確保であ

る。南米の「リチウム・トライアングル」を

構成するアルゼンチンやチリには特に豊富
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な資源があり、インドにとって、中国主導の

サプライチェーンに対する実効的な代替選

択肢となっている。2024 年初頭に KABIL

（インド鉱物探査公社）が取得したアルゼ

ンチンにおけるリチウム探査権益は、イン

ドの資源外交が実務および投資段階へと本

格的に移行したことを象徴する出来事であ

った 18。 

 

チリとの協力関係では、電気自動車（EV）

や再生可能エネルギー、高度電子機器製造

の将来需要を見据えた合弁事業の設立や相

互投資を軸とした多角的な連携が進められ

ている。例えば、世界最大の銅生産企業であ

るチリ銅公社（CODELCO）からインドの

アダニ・グループが運営する製錬所への銅

精鉱供給計画や、チリ政府がインド企業に

直接的に行うリチウム採掘入札への参画要

 

18 2024 年 1 月、インド公営企業の KABIL はアルゼンチンの CAMYEN 社と契約を締結し、カタマルカ州

にある 5 つのリチウム鉱区の権益を取得した。この事業には、約 2,280 万ドルが投じられ、インド政府系

企業による初のリチウム探査・採掘プロジェクトである（Roy 2025、Geostrata 2025）。2025 年には、KABIL
や民間企業 Greenko による探査推進に加えて、インドの国有鉱物探査会社である MECL 社と州政府間で

の資源開発強化に関する覚書が締結された（CRF 2025）。 
19 インドの対 LAC 経済外交において、デジタル公共インフラ（DPI）は最も重要な協力分野として浮上し

ている。インド政府が推進する国民 ID 「アドハー （Aadhaar）」や決済基盤「UPI」を中核とするインド・

スタック（API 技術群）は、新興国におけるデジタル・トランスフォーメーションの規範として受け入れ

られている。LAC 諸国も高い関心を示しており、ペルーやジャマイカなどは、インド国立決済公社（NPCI）
との提携を通して、技術移転を推進している。特に、ブラジルとの連携は深化しており、2025 年には公共

サービス管理革新省（MGI）との協定締結や、フロリアノポリスでの DPI センター設立へとつながった。

こうした技術共有は、LAC 諸国のデジタル・ガバナンスの向上に役立つだけでなく、インドが技術指導国

としてのソフトパワーを確固たるものにしている（Seshasayee 2025c）。 
20 AI 開発が米中主導で進むなか、インドと LAC は、AI を課題解決の重要な手段と位置づけている。サン

パウロに設立された TCS とインスペルの共同研究センターは、技術革新による地域経済への波及効果を狙

った産学連携の一例である（Seshasayee 2025c）。 

請は、両国の資源補完関係が強まってきて

いることを示している。 

 

総じて、インドは LAC 諸国との重層的な

資源外交を通じて、自国のハイテク産業基

盤の強化と経済安全保障の確立を同時に追

求している（Sedzro and Rao 2026）。この

連携はインドの戦略的自律性を高めるだけ

でなく、グローバル・サウス主導による新た

な資源ガバナンスの構築に向けた枢要な重

要な基盤を形作っている。 

 

② 技術・産業協力 

インドと LAC の協力分野は伝統的な通

商領域を超えて戦略的な新興分野へと拡大

している。具体的にはデジタル変革が協力

の中核を成しており、デジタル公共インフ

ラ（DPI）19、人工知能（AI）20、宇宙研究、

スーパーコンピューターといったハイテク
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分野 21における連携は、持続可能な開発を

実現するための重要な手段として位置付け

られている（Sedzro and Rao 2026）。こう

した多角的な連携は、デジタル変革をテコ

とした新たな開発モデルの構築に向けた、

両地域の戦略的接近を象徴している。 

 

健康・医療部門では、サン・ファーマやド

クター・レディーズ・ラボラトリーズなどの

インド製薬大手が LAC 全域に、製造・流通

拠点への直接投資を展開している 22。これ

により、域内の医療サプライチェーンが強

化され、医薬品へのアクセスが向上してい

る。今後は、両地域がバイオ医薬品製造で一

定の世界シェアを占めるという背景を活か

し、バイオシミラー （バイオ後続品）分野で

の連携が有望視されている。また、医薬品に

とどまらず、バイオ農業分野におけるバイ

オ肥料やバイオ農薬などの知見共有への期

待も大きい（CAF 2023）。こうした多角的

なバイオ分野での連携は、両地域の経済補

完性を高め、グローバル・サウスにおける保

 

21 計算科学分野では、先端計算開発センター（C-DAC）がブラジルと提携して AI やゲノミクス、気象予

測といったスーパーコンピューター技術の移転を推進している。宇宙開発の分野でも、インド宇宙研究機

関（ISRO）がアルゼンチンやメキシコ等 7 か国と衛星打ち上げを含む協定を締結して、地域インフラの高

度化に貢献している（Seshasayee 2025c）。 
22 2021 年時点で、インドの製薬企業 25 社が LAC 地域に広範な拠点を有しており、今後の焦点は医療機

器分野へと移行している。LAC 諸国では、コンピュータ断層撮影装置、MRI 装置、放射線治療装置、マン

モグラフィ装置の 4 種類の医療機器の普及率が OECD 平均を下回っている。この現状を背景に、インドで

は MRI など医療機器の輸出競争力強化を図っている（CII 2025）。 

健および食料安全保障の構築を象徴してい

る。 

 

③ 食糧安全保障 LAC 地域は、食用油や

豆類、砂糖の供給を通じて、インドの食糧安

全保障を補完する重要なパートナーである。

ウクライナ紛争に伴う供給網の断絶により、

2022 年にインドが輸入したウクライナ産

ひまわり油は 71％減少した一方、LAC 産大

豆油の輸入は 133％増加した。この供給源

の転換は、地政学的リスク下でインドの国

内価格の安定と安全保障を確保する上で、

LAC が重要な役割を果たしていることを

示している（Seshasayee 2025c）。 

 
対 LAC 農業協力は、ブラジル、アルゼン

チン、チリを中核に展開されている。ブラジ

ルとは酪農や品種改良、バイオ燃料、精密農

業などの広範な分野でサプライチェーンの

統合と知見の共有を推進している。アルゼ

ンチンとは共同作業部会（JWG）を軸に、

バイオテクノロジー研究やバリューチェー

ンの高度化、炭素クレジットの導入など通
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じ、持続可能な農業変革に向けた連携を進

めており、チリとも経済団体間の提携を進

めるとともに、2025 年には第 1 回 JWG を

開催して制度的基盤を強化した（CRF 

2025）。こうした二国間枠組みは、技術革新

を介した資源補完関係につながる。 

 

④ 気候変動 

インドは再生可能エネルギー革命を主導

する国の一つとして、LAC 諸国に対して、

国 際 太 陽 エ ネ ル ギ ー 同 盟 （ ISA ：

International Solar Alliance）23やグローバ

ル・バイオ燃料同盟（GBA: Global Biofuel 

Alliance）24などの取り組みを通じて協力拡

大を呼びかけている。カリコム加盟国にお

ける政府施設の太陽光発電化へのインドの

取り組みもその具体例であり、このような

多角的な連携はエネルギー安全保障と脱炭

素化を同時に達成するための戦略的枠組み

 

23 国際太陽光同盟（ISA ：International Solar Alliance）と LAC 諸国は近年、その戦略的連携を急速に強

めている。インドとフランスが主導して設立された ISA にとって、LAC 諸国は「未開発の太陽光ポテンシ

ャル」と「高い再生可能エネルギーへの政治的コミットメント」を併せ持つ重要な地域の一つとなってい

る。2025 年後半の時点で、LAC 地域の 26 か国が ISA に加盟している。2025 年 8 月、チリのサンティア

ゴで「第 7 回 LAC 地域委員会」が開催され、地域独自の太陽光ロードマップや、太陽光発電を活用した

「e-モビリティ（電気自動車）」の普及について議論された（ISA 2025）。 
24 この同盟は、2023 年 9 月に開催された G20 ニューデリー・サミットで発足した。2024 年の G20 議長

国を務めたブラジルは、GBA をエネルギー移行の重要な柱と位置づけ、国際的な標準化や技術移転の促進

に力を注いできた （Government of India 2025a）。LAC からは、ブラジルに加えてアルゼンチン、パラグ

アイ、ガイアナが参加している。 
25 「ブラジル・インド気候対話」は、クリーンエネルギー、気候変動資金、持続可能なインフラの加速に

焦点を当てたグローバル・サウスにおける重要なパートナーシップである。COP30 を前に、両国はバイオ

燃料、重要鉱物、技術中立的なエネルギー転換に関する協力を強化した（CRF 2025）。 

の一つと位置づけられる（Geostrata 2025、

Seshasayee 2025b）。 

 

インドは、気候変動に関する多国間機関

でも存在感を強めており、2023 年のインド

と2024年のブラジルのG20連続議長国は、

「持続可能な開発、エネルギー転換、気候変

動対策」を主要テーマに掲げた。また、気候

資金の効率化や気候プロジェクトを対象と

した資金確保に向けて政策枠組みを提供し

て貢献している。2025 年 4 月、ブラジル国

会議員団がインドを訪問し、 「ブラジル・イ

ンド気候対話」25が開催された。この対話は、

「エネルギー転換加速のための議員能力強

化（EPET）」イニシアチブのもと、インド

産業連盟（CII）との共催で、気候・エネル

ギー行動、持続可能なインフラおよび資金

調達に焦点を当てた議論が行われた（CRF 

2025）。 
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インドと LAC の協力関係は、以上で考察

したように、エネルギーや食料安全保障、デ

ジタル先端技術（DPI や AI）から医薬品、

農業、気候変動対策に至るまで、多角的に展

開されている。この協力関係は、単なる二国

間協力の枠組みを超え、先進国主導の既存

の秩序とは異なるグローバル・サウス独自

の自律的な発展モデルを提示していると考

えられる。 

 

V. 結語：インド・LAC関係における構

造的阻害要因と政策的処方箋 

 
インドとLAC諸国との関係深化を促進す

るためにあたっては、まず一連の構造的障

壁を克服することが不可欠である。具体的

には、貿易障壁や保護主義的政策、LAC地

域における中国との競合、および地理的遠

隔性に起因する接続性 （コネクティビティ）

の不全があげられる。さらに、多国間枠組み

を通じた関与の限定性、研究・イノベーショ

ン分野における協力体制の未整備、そして

相互認識の欠如や文化的・言語的隔たりと

いった 「ソフト面」の障害も、関係発展を阻

害 す る 重 要 な 要 因 と な っ て い る

（Seshasayee（2025b、CII 2023）。 

 

現在、両地域間の最大の変数となってい

るのは、中国の圧倒的な経済的存在感であ

る（桑山 2025）。2024年の対LAC貿易額に

おいて、中国（約5,150億ドル）はインド（約

460億ドル）を10倍以上も上回っており、そ

のインドの貿易規模は日本（610億ドル）や

韓国（530億ドル）の水準にも達していない。

南米で筆頭貿易相手国の地位を固めつつ大

規模なインフラ投資を展開する中国に対し、

インドが取るべき道は単なる追随ではない。

医薬品、デジタル技術、ITサービスといっ

た自国の強みを基盤とした「戦略的差別化」

によって、関係を再定義することが肝要で

あると考えられる。グローバル・サウスの代

表格として、米中露の動向を俯瞰しつつ、長

期的な展望に立った冷厳な外交を展開する

ことが、インドの戦略的自律性を確保する

鍵となる。 

 

経済関係における最大の懸念事項は、貿

易障壁と保護主義政策である。特にインド

が農産物に課す高関税は、LAC側が志向す

る特恵貿易協定（PTA）から自由貿易協定

（FTA）への移行を妨げる一因となってい

る。この状況を打破するには、メルコスー

ル等との交渉において農業分野の戦略的開

放を段階的に進めつつ、再生可能エネルギ

ーやデジタル、医薬品といった「補完的優

位性」を有する分野を含む包括的なFTAへ

と発展させなければならない。これによ

り、資源や農産品と工業品との交換という

従来の「産業外貿易」から脱却し、多様な

製造業品を相互に交換する「産業内貿易」
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への多様化を推進できる。あわせて、イン

ド政府は税制優遇、知的財産権の保護、政

治的安定の確保を通じて投資環境を整備

し、官民連携による共同プロジェクトや、

IT・医療・教育分野での能力構築（キャパ

シティ・ビルディング）を通じた人材育成

を加速させるべきである（CII 2023）。 

 

IT大国としての潜在能力を市場開拓の原

動力とするため、AI、サイバーセキュリテ

ィ、クリーンエネルギー分野での共同研究

拠点の設立が急務である。また、国家安全保

障やデジタル接続性を議論する「貿易・戦略

的技術閣僚級協議会」の創設（CII 2023）も

有効な策となる。一方で、物理的距離や接続

性の欠如、言語や文化の相違といった「見え

ない壁」の克服も同様に重要である。直行便

の就航や通関手続きの簡素化、デジタルプ

ラットフォームの活用は、輸送コスト低減

と貿易円滑化に直結する。さらに、現地にお

けるインドの技術力への認知不足を解消し、

ガイアナ等のインド系コミュニティ（ディ

アスポラ）を経済・文化の「架け橋」として

制度化することは、心理的な距離を縮める

ことにつながる。 

 

CELAC、太平洋同盟、CARICOM、SICA

（中米統合機構）といった地域フォーラム

へのインドの関与は、依然として散発的か

つ非制度的な段階にとどまっている。この

消極的な姿勢は、地域内での政治的影響力

を弱める要因となっている。インドは今後、

外交体制を強化し、定期的な対話を制度化

することで、多国間フォーラムに能動的に

参加すべきである。LAC諸国の開発ニーズ

に即した共同プログラムを推進し、保健や

持続可能な開発分野での指導力を発揮する

ことは、南・南協力の深化につながる。G20

などの国際舞台でLACの利益を代弁して、

同地域の優先事項を自国の外交戦略に組み

込む包括的なアプローチこそが、インドを

グローバル・サウスの真の先導者に押し上

げるであろう。  
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